
Ⅲ

「
山
陽
姓
」
と
い
う
一
門
の
名
称
に
つ
い
て

嘉
善
姓
、
憲
章
姓
、
長
栄
姓
、
錦
芳
姓
、
山
陽
姓
な
ど
の
二
文
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
吉
祥
文
字
で
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
山
陽
姓
大
宗
宮
良

親
雲
上
長
光
の
先
祖
・
那
礼
当
の
一
族
が
美
良
底
村
に
居
住
し
、
那
礼
当
の
子
息
・
保
久
利
思
が
統
治
し
て
い
た
美
良
底
首
里
大
屋
子
の

村
々
の
カ
ニ
ヌ
テ
ィ
ー
ハ
カ
遺
跡
、
ビ
ロ
ー
ス
ク
遺
跡
、
川
花
第
一
遺
跡
、
川
花
第
二
遺
跡
、
川
花
第
三
遺
跡
、
カ
フ
ム
リ
ィ
遺
跡
な
ど
の

立
地
場
所
が
あ
た
か
も
独
立
し
た
山
の
よ
う
に
み
え
る
の
で
、
那
礼
当
一
族
は
一
門
の
名
称
を
「
山
か
ら
陽
が
登
る
」
と
い
う
よ
う
に
「
山

陽
姓
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

Ⅳ
　
山
陽
姓
大
宗
宮
良
親
雲
上
長
光
の
一
族
に
つ
い
て

一
五
〇
〇
年
の
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」
後
に
、
山
陽
姓
大
宗
宮
良
親
雲
上
長
光
（
一
五
八
四
〜
一
六
六
一
年
）
の
先

祖
・
那
礼
当
（
不
詳
〜
一
五
〇
〇
年
）
の
子
息
が
美
良
底
首
里
大
屋
子
に
な
っ
て
い
る
。
先
祖
の
那
礼
当
や
山
陽
姓
大
宗
宮
良
親
雲
上
長
光

の
子
孫
は
、
代
々
名
前
に
「
長
」
を
付
け
て
名
乗
っ
て
い
る
。
八
重
山
出
身
で
「
長
」
の
名
の
付
く
人
は
、
山
陽
姓
一
門
で
あ
り
、
先
祖
の

那
礼
当
や
山
陽
姓
大
宗
宮
良
親
雲
上
長
光
の
子
孫
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

宮
良
頭
職
は
初
代
毛
裔
姓
大
宗
安
英
（
一
五
四
七
〜
一
六
一
九
年
）
か
ら
二
十
九
代
の
松
茂
氏
十
一
世
當
宗
（
一
八
三
三
〜
九
七
年
）
ま
で
の

二
十
九
人
中
、
山
陽
姓
一
門
の
人
々
が
九
名
（
三
十
一
％
）
い
る
の
で
、
あ
や
か
り
名
の
宮
良
と
い
う
姓
は
山
陽
姓
一
門
の
人
々
に
多
い
。
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